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北
方
領
土
に
お
け
る
日
露
資
源
協
力
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
一
月
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の
国
後
島
訪
問
後
、
ロ
シ
ア
は
、
領
土
問
題
に
つ
い
て
中
韓
両
国
と
共
闘
す
る
方

針
を
鮮
明
に
し
、
本
年
五
月
十
五
日
に
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
初
め
て
、
イ
ワ
ノ
フ
副
首
相
ら
五
閣
僚
が
、
又
し
て
も
我

が
国
の
中
止
要
請
を
無
視
し
、
国
後
、
択
捉
両
島
を
視
察
し
た
。
間
髪
入
れ
ず
同
月
二
十
四
日
に
は
、
韓
国
国
会
「
独
島
領
土

守
護
対
策
特
別
委
員
会
」
の
姜
昌
一
委
員
長
ら
民
主
党
議
員
三
人
が
、
我
が
国
に
対
し
て
何
ら
の
手
続
き
或
い
は
通
告
も
な

く
、
「
日
本
と
の
領
有
権
問
題
が
あ
る
地
域
の
支
配
・
管
理
状
況
の
視
察
」
を
訪
問
目
的
に
し
、
恣
意
的
と
も
と
れ
る
ロ
シ
ア

極
東
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
か
ら
国
後
島
へ
入
っ
た
。
こ
れ
ら
は
震
災
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
ロ
シ
ア
が
領
土
主
権
を
固

定
化
す
る
方
針
に
変
わ
り
の
な
い
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
経
済
新
聞
が
ロ
シ
ア
極
東
連
邦
管
区
の
イ
シ
ャ
エ
フ
大
統
領
全
権
代
表
に
書
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
代
表
か
ら
北
方
領
土
周
辺
海
域
で
の
原
油
・
ガ
ス
の
共
同
開
発
を
提
示
し
、
日
露
間
の
領
土

問
題
に
お
い
て
、
新
た
に
「
資
源
」
を
巡
る
重
要
な
課
題
が
追
加
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
が
応
じ
な
け
れ
ば
、
中
国
、
韓
国

な
ど
他
国
と
の
共
同
開
発
に
乗
り
出
す
こ
と
も
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
傲
岸
な
る
態
度
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

平
成
二
十
四
年
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
開
か
れ
る
予
定
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
で

一



公
表
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現
段
階
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
の
主
権
を
認
め
る
が
如
き
共
同
経
済
活
動
に
参
加
す
る
と
な
れ
ば
、

領
土
問
題
が
さ
ら
に
棚
上
げ
さ
れ
、
ロ
シ
ア
国
内
で
も
益
々
領
土
返
還
に
反
対
の
声
が
高
ま
り
、
由
々
し
き
事
態
に
発
展
す
る

恐
れ
を
極
め
て
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

本
年
五
月
十
五
日
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
初
め
て
、
イ
ワ
ノ
フ
副
首
相
ら
五
閣
僚
が
国
後
、
択
捉
両
島
を
視
察
し
、
間

髪
入
れ
ず
同
月
二
十
四
日
に
は
、
韓
国
国
会
議
員
ら
が
、
我
が
国
を
歯
牙
に
も
か
け
ず
、
ロ
シ
ア
極
東
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス

ク
か
ら
国
後
島
へ
入
っ
た
こ
と
は
、
依
然
ロ
シ
ア
が
領
土
主
権
を
固
定
化
す
る
方
針
に
変
わ
り
の
な
い
姿
勢
を
示
し
た
も
の

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

日
本
経
済
新
聞
の
書
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ロ
シ
ア
極
東
連
邦
管
区
の
イ
シ
ャ
エ
フ
大
統
領
全
権
代
表
が
、
北
方
領
土
周
辺

海
域
で
の
原
油
・
ガ
ス
の
共
同
開
発
を
提
示
し
、
日
露
間
の
領
土
問
題
に
お
い
て
、
新
た
に
「
資
源
」
を
巡
る
重
要
な
課
題

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。
但
し
、
「
去
る
二
月
の
日
露

外
相
会
議
に
お
い
て
、
議
論
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
『
共
同
経
済
活
動
』
の
具
体
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
」
と
す
る
が

如
き
、
慇
懃
無
礼
な
答
弁
を
期
待
し
な
い
。

二



三

二
に
関
連
し
、
日
本
が
応
じ
な
け
れ
ば
、
中
国
、
韓
国
な
ど
他
国
と
の
共
同
開
発
に
乗
り
出
す
こ
と
も
言
及
し
て
い
る

が
、
他
国
と
は
ど
の
よ
う
な
国
名
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣

の
見
解
如
何
。

四

二
〜
三
に
関
連
し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
原
子
力
発
電
の
減
少
に
関
連
し
て
、
プ
ー
チ
ン
首
相
が
極
東
に
お
け
る
化
石
燃

料
の
生
産
拡
大
を
指
示
し
、
日
本
企
業
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
工
場
を
建
設
す
る
た
め
の
調
査
で
合
意
し
た
と
し

て
い
る
が
、
現
政
府
は
こ
の
情
報
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
サ
ハ
リ
ン
�
の
天
然
ガ
ス
を
将
来
的
に
こ
の
基
地
を
使

い
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
化
し
て
我
が
国
に
供
給
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

二
〜
四
に
関
連
し
、
日
露
間
に
お
い
て
、
新
た
に
「
資
源
」
を
巡
る
重
要
な
課
題
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
の
協
力
を
検
討
す
る
作
業
部
会
が
近
日
中
に
立
ち
上
が
る
と
聞
く
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

五
に
関
連
し
、
今
秋
、
ロ
シ
ア
で
関
係
閣
僚
や
民
間
企
業
幹
部
な
ど
に
よ
る
日
露
の
円
卓
会
議
が
開
か
れ
る
と
聞
く
。
当

然
、
新
総
理
の
下
で
の
関
係
大
臣
の
出
席
と
な
る
と
期
待
す
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三



七

二
〜
六
に
関
連
し
、
現
段
階
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
の
主
権
を
認
め
る
が
如
き
共
同
経
済
活
動
に
参
加
す
る
と
な
れ
ば
、
領

土
問
題
が
さ
ら
に
棚
上
げ
さ
れ
、
ロ
シ
ア
国
内
で
も
益
々
領
土
返
還
に
反
対
の
声
が
高
ま
る
こ
と
は
必
至
と
考
え
る
が
、
菅

内
閣
の
見
解
如
何
。

八

二
〜
七
に
関
連
し
、
中
露
間
に
お
い
て
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
油
田
か
ら
中
国
に
原
油
を
運
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
完
成
し
、
本

格
的
な
供
給
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
先
月
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
は
訪
露
中
に
価
格
面
で

不
服
と
し
妥
結
を
見
送
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
我
が
国
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
に
お
け
る
覇
権
の
優
位
性
が
得
ら

れ
、
対
中
交
渉
も
有
利
に
進
め
ら
れ
る
と
目
論
ん
で
い
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見

解
如
何
。

九

震
災
後
、
カ
タ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
国
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
増
の
申
し
入
れ
、
さ
ら
に
は

米
国
を
中
心
と
し
た
地
中
の
岩
盤
層
に
眠
る
原
油
・
天
然
ガ
ス
を
生
産
す
る
た
め
の
開
発
事
業
も
進
行
中
と
き
く
が
、
こ
れ

ら
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

十

我
が
国
の
官
民
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
石
油
ガ
ス
開
発
が
、
長
年
に
亘
り
莫
大
な
資
金
を
投
下
し
て
き
た
「
サ
ハ
リ
ン
�
」
は

中
露
間
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
し
中
国
に
売
却
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

四



の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


